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大阪市立大学 学長 記者懇談会

健康科学イノベーションセンター１周年を迎えて
～グローバル社会の疲労克服教育研究拠点～

健康科学イノベーションセンター・所長
医学研究科システム神経科学・特任教授

渡邊 恭良
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文部科学省科学技術振興調整費疲労研究班（H11-16年度）

21世紀COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「疲労克服研究教育拠点の形成」（H16-20年度）

大阪市立大学重点研究「グローバル社会の疲労克服教育研究」（H16年度～）

１．疲労の定量化におけるバイオマーカー（「ものさし」）
の樹立：「疲労度が計れる」ようになった。

２．慢性疲労症候群の分子神経メカニズムに手掛かり

３．疲労動物モデルと評価系の樹立

４．健常ボランティアに対する疲労・回復過程の試験系樹立

・抗疲労食薬開発プロジェクト
・抗疲労・癒し製品開発プロ

ジェクト

・癒し・抗疲労ビジネス開発

・疲労・慢性疲労のメカニズム
に関する統合的研究の進展

・疲労の脳科学の進展
・過労死、疲労 疾病研究へ

健康科学イノベーションセンター設立までの疲労研究
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平成24-25年度 重点研究（A）グローバル社会の疲労克服教育研究拠点

１．うめきたの「大阪市立大学健康科学ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ」を真に
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな国内外の疲労関連研究ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出拠点を目指
してｽﾀｰﾄする。この世界的疲労教育研究ﾈｯﾄﾜｰｸを有効に活
用して、これまでの研究から派生してきた様々な課題を解
決し、国民生活に資する抗疲労医薬品、食品、環境、空間
についての提言を行う。

２．大学の慢性疲労外来との密接な連携により、広範囲に、か
つ、より緻密な疲労診療体制を提供する準備室を大阪阿倍
野再開発地区に開設し、あべのﾊﾙｶｽ完成時には、より広い
疲労診療の窓口として慢性疲労診療ｾﾝﾀｰを開設する。

３．成果を真に国民に還元するための「健康科学ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進機
構」から新しい企業同士のｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝや起業を促進する。

４．得られた研究成果及び人的資産を基盤に、疲労研究に関す
る国際ｼﾞｬｰﾅﾙを創刊し、その後の疲労研究の発展と人類へ
の成果の還元を継続的にもたらし、疲労克服社会形成の一
助とする。 3



疲労科学の統合的研究

睡眠・覚醒リズム障害

自律神経機能低下
とくに、副交感神経機能

疲労モデル動物を利用した統合的研究
神経・免疫・内分泌、酸化ストレス、エネルギー産生

生理研、理研、カロリンスカ研究所と共同

理研横浜研究所、熊本大学、
慶応義塾大学と共同

理研と共同

生命機能のシミュレーション

生活ストレス
感染または再活性化

インフルエンザウイルス、ヘ
ルペスウイルス、EBウイル
ス、マイコプラズマなどの感
染あるいは再活性化

神経細胞の機能異常
セロトニン系やドーパミン系
の神経系の機能が変調

脳内の情報伝達物質の減少
グルタミン酸やGABAなどの
神経間の情報を伝える物質の
合成が低下し、脳内の情報が
うまく伝わらなくなる。

免疫力の低下
免疫細胞の働きが弱まりウイル
スの勢いを止められない。

免疫物質の過剰な放出
ウイルスを攻撃するように、免疫細
胞の活動を活発化するTGF-β等の
免疫物質が過剰に放出される。

京都大学、NTTデータ経営研
生理研、理研等と共同

前向きコホート研究
疲労度・意欲の評価、疲労度の推移と
発症率、双生児研究、ヒト血液データ
のオミックス解析、抽出者の詳細研究

分子イメージング（PET・MRI）と脳機能イメージング（fMRI・MEG）の統合的研究
神経機能の変化・可塑性劣化、脳内炎症、脳内サイトカイン、神経修復機能、幹細胞・グリア機能

疲労感誘発の分子・神経メカニズム

免疫、サイトカイン
感染の解析

脳波、心電図、脈波等
生体信号解析
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慢性疲労に関するトータルオミックス解析研究

慢性疲労度とオミックスによる多変量解析

とくに、トランスクリプトーム解析データとこれまでの自律神経機能
解析・脳分子イメージングデータとの相関解析

健康 未病領域 発症前診断 発症！

慢性疲労度

慢性疲労
慢性疲労症候群・生活習慣病ほか

早期うつ
状態

慢性疲労

健常者

Z

Y
X

平成24-25年度重点研究成果
により、葉酸系やエネルギー
産生系のﾊﾞｲｵﾏｰｶｰが発掘

平成26-27
年度さらに
追跡
論文化
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慢性疲労病態の総合的理解
マルチモダルイメージングにより慢性疲労病態の総合理解を目指す

脳分子
動態

脳形態 脳機能

PET

fMRI, MEG, 
EEGMRI

「疲労の脳科学」は、日本が世界の最先端を走っている！
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世界が注目する成果をJ. Nucl. Med.に発表!! ①
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世界が注目する成果をJ. Nucl. Med.に発表!! ②

Neuroinflammation in patients with chronic fatigue syndrome/
myalgic encephalomyelitis: a 11C-(R)-PK11195 positron emission 
tomography study

慢性疲労症候群と脳内炎症の関連を解明
－脳内の神経炎症は慢性疲労の症状と相関する－

Yasuhito Nakatomi1,2, Kei Mizuno2-4, Akira Ishii2,3, Yasuhiro Wada2,3, Masaaki Tanaka2,3, Shusaku Tazawa2,3, 
Kayo Onoe2, Sanae Fukuda2,3, Joji Kawabe5, Kazuhiro Takahashi2,3, Yosky Kataoka2,3, Susumu Shiomi5, 
Kouzi Yamaguti3, Masaaki Inaba1, Hirohiko Kuratsune3,6,7, Yasuyoshi Watanabe2,3

1Department of Metabolism, Endocrinology and Molecular Medicine, Osaka City University Graduate 
School of Medicine, Osaka, Japan
2RIKEN Center for Life Science Technologies, Hyogo, Japan
3Department of Physiology, Osaka City University Graduate School of Medicine, Osaka, Japan
4Department of Medical Science on Fatigue, Osaka City University Graduate School of Medicine, Osaka, 
Japan
5Department of Nuclear Medicine, Osaka City University Graduate School of Medicine, Osaka, Japan
6Department of Health Science, Kansai University of Welfare Sciences, Osaka, Japan
7Graduated School of Agricultural and Life Sciences, the University of Tokyo
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外部への積極的な発信（一例）

朝日新聞 2014年4月5日

日立web企画 2014年5月14日～

日経新聞 2013年7月3日
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より大きな枠組みの研究へ

健康情報の高精細・高額機器による
トータルオミックス解析・イメージング源流解析

既開発簡易計測機器
を用いた解析

「健康見守り隊」等の機能を用いた健康・未病データ
（数万～数10万の健常人～未病者のデータ）

ビッグデータ解析アルゴリズムの開発
健康被害の順序および健康被害～発症予測

新規開発簡易計測機器
を用いた解析

健診革命：社会実装・制度化

限定人数：数百人のデータ解析と相関付け

第1段階：未病症候重度計測
【自律神経機能（脈動）、睡眠、
疲労度、酸化、抗酸化能等】

第2段階：発症早期予測計測
【呼気、血糖、脂肪率、
局所酸化、局所炎症等】

H30-33年度目途に
大臣官房との共同

H28-30年度
大阪市立大学
慶応大学
理化学研究所【京】

H26-27年度
大阪市立大学
慶応大学
理化学研究所CLST
理化学研究所光量子
理化学研究所AICS
淀川キリスト教病院
オムロンヘルスケア
アトナープ
パナソニック
日立システムズ

等

２．「小型測定装置の開発」

３．「社会実装」

１．「未病・発症早期シグナル検出技術」の開発
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健康科学ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝに向けた特色ある研究拠点

淀川ｷﾘｽﾄ教病院
うめきたｸﾘﾆｯｸ

理化学研究所
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ技術基盤研究ｾﾝﾀｰ

慶応大学SFC
未踏ｻｲｴﾝｽ社会基盤ｾﾝﾀｰ
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会議スペース

在室スペース

体験等スペース

展示･発信スペース

「CHSI」外観イメージ
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CHSIでのSolutionの創出

消費者
健常者・未病者

健康産業
衣食住・社会
スポーツ・美容

アカデミア・評価機関
研究成果・評価結果
ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰ・提言

行政機関
システム構築

時代に合った規制

訴求、市場、製品モニター

製品

購入・消費

評価費用
評価結果
安全安心

クロスポリネーションの場つくり！
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微細
気泡浴

気泡
水流浴

ゲルマ
炭酸スパ

ﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞ
（炎暖房）緑の香り

イミダゾール
ジペプチド

つながり
空間

ｽﾏｲﾙｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ
ロボット

コエンザイムQ10 レモン フルスルチアミン

抗疲労食

科学的に立証された抗疲労食薬・環境・空間 製品/サービス
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企業との共同研究件数

健康科学イノベーションセンターで主体的に受けたもの：13件
・ウェルネスデータの蓄積と産業化に向けた活用
・疲労回復ソリューションの実効性および科学的発信情報
（エビデンス情報）の効果に関する研究（6件）
・ストレスマネジメントハブに関する研究
・共同研究成果の健康イノベーションセンターにおける発信
・健康科学に関する産学連携課題の実用性・実践展開システム
の開発
・生体計測データの収集と予防医学・疾病予防への有用な活用
に関する検証
・疲労回復ソリューションの実効性および科学的発
信情報（エビデンス情報）の効果に関する研究

・疲労およびストレスの指標とその評価に関する検討 ほか
医学研究科システム神経科学教室で主体的に受けたもの：3件
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「健康見守り隊」プロジェクト開始
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【健康見守り隊】機能
2014(H26)年４月～<試行ｽﾀｰﾄ> → 2015(H27)年度正式ｽﾀｰﾄ

１．個人会員：健康コンサルテーション、定期的疲労ほか検診

２．法人会員：健康コンサルテーション、定期的疲労ほか検診

日勤者勤務時間外、休日にもオープンすることの価値

３．製品・製品候補モニター会員

優良モニターの育成、超高性能生体センサー開発

４．製品の展示、情報発信（安全・最新）、製品の購入

５．会員追跡による疫学調査（準備ができれば2015年度より）

６．介入試験による長期効能評価（先制医療への道程）

国際戦略特区、とくに医療戦略会議との連携

７．健康科学産業、健康科学ビジネスの日本・世界市場調査

1-2の質問票の中に組み込んでいく（数万人単位の調査）

より多数の皆様･一般市民向けのSolution提供へ
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【健康見守り隊】機能の概略

【健康見守り隊】機能

会員制
↓

情報の維持管理･保守に充てる

個人

法人
（構成員）

健康科学ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝ
ﾀｰにおいて

（疲労測定）
自律神経測定

質問票
その他検診

健康ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ

研究･開発試験の
目的および内容

説明

参加者の書面に
よる同意（ｲﾝﾌｫｰ
ﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄ）

定期的
測定

（必要に応じて）試験結果のレポート等を提供

得られた試験
データを健康
科学イノベー
ションセン
ター内で解析

社会へ
還元

抗疲労製
品･ｻｰﾋﾞｽ
の開発

解明され
た新しい
知見に基
づく成果

抗疲労製品･ｻｰﾋﾞｽ
それらの候補

について

1回使用（摂取）
複数回判定

↓
効果判定

持続効果判定

データの維持･
保守管理

【健康見守り隊】
会費
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第10回日本疲労学会総会･学術集会
S2-2 / P-11
健康科学イノベーションのための
抗疲労介入試験
水野 敬 他

（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター / 
大阪市立大学健康科学イノベーションセンター 他）

一般の方の参加した研究活動展開

実施研究一例
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“うめきた”健康科学新基軸構想ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ

専門家･研究機関/企業等とテーマを決めて展開方策の協議や新課題の模索
“うめきた”健康科学新基軸構想ブレーンストーミング

（”UMEKITA“ Brainstorming of new key-note design for Life Science；UBNKDLS）

健康科学に関連する、専門家、研究者、企業の皆様、政策に携わっている
方々、さらに、機会に応じて、日頃から健康科学に興味深い市民･一般の方々
までが広く集まって、自由な考え･経験、今までには思いつきそうにないアイ
デアやユニーク･奇抜な考え方も出せるような形式で、様々な角度から、一つ
でも多くのアイデアを議論の俎上に乗せていける様な集まりを企画。

健康科学ビジネス推進機構やナレッジキャピタルの皆様と連携。
多くの方々に参加いただき感謝（まず企業の皆様や研究･専門家集合）。
今後もホームページなどで詳細をお知らせしていく予定。
興味のある皆さんに、順次参加いただく方向。

→ 定例化・１回 / 2～4ヶ月 = 3~4回 / 年
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各「健康科学ビジネス懇話会」展開
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外部での取り上げ例

【TV番組】
・『かんさい情報ネットten.』 読売テレビ
特集「疲労から現代人を救う産学連携」 2013年8月1日
・『夢の扉＋』 TBSテレビ
「疲労大国ニッポンを救いたい！」 2013年9月1日

・『かんさい熱視線』 NHK総合テレビ（関西地域）
「疲労研究最前線」 2014年1月10日

【新聞掲載】
・夕刊わいず倶楽部 健やかライフ「疲労に勝つ」、読売新聞、

2013年9月6日～27日、毎週金曜日夕刊掲載
・関西イノベーション、読売新聞、特別面23面、2013年11月7日
・あったか疲労回復術、読売新聞、2013年11月26日
【書籍・雑誌】
・慢性疲労症候群におけるムスカリン性アセチルコリン受容体の自己抗体による
脳内の神経伝達機能低下、リウマチ科 第50巻第2号 p. 238-245 2013. 8. 28.
・疲労の分子神経メカニズムと抗疲労法の開発、ここまでわかった心身相関－科
学的にみたこころとからだの相互作用（編集：久保千春）p. 45-58 2013. 12. 11.
・欲しいのは、「疲れにくい体」、美的 2014年2月号 p. 123-130 2013. 12. 20.

・疲労に効くサプリ＆市販薬21、日経ヘルス 2014年4月号 p. 50-52
2014. 3. 2. 22



疲労初の国際科学誌が刊行！

First Journal concentrating on Fatigue Science since 2013

Associate Editor: YW
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本研究計画概要（再掲）

・慢性疲労/疾患に随伴する
疲労の評価/診断/治療/予防

・小児期/思春期の疲労
・過労/産業疲労
・免疫ｼｽﾃﾑの惹起する疲労
・種々疾患他の疲労の病態解明

等

・将来の応用に橋渡し可能な動物ﾓﾃﾞﾙを用いた基礎的医学情報
・脳機能ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ/ｵﾐｯｸｽ解析
・疲労関連分子の分子ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ研究
・慢性疲労の分子神経ﾒｶﾆｽﾞﾑ実証

等

・産-学-官-医-消費者（市民）連携
・クロスポリネーションの場の構築
・科学的根拠に基づくｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出
・抗疲労ｿﾘｭｰｼｮﾝ（製品･ｻｰﾋﾞｽ）実用化支援
・都市付加価値付与型健康生活の実現

等

グローバル社会の
疲労克服教育研究拠点

臨床

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

「研究から実用化」

「基礎から臨床」

「動物からヒト」

「分子から全身」

基礎

疲労を診療できる
研究者・医療者を育成

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出に携わる
ﾘｰﾀﾞｰを育成

疲労科学研究を進展させる
研究者を育成
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健康科学イノベーションセンター
開所１周年記念セミナーのご案内

【健康科学イノベーションセンター 開所１周年記念セミナー】
日時：２０１４（平成２６）年７月２９日（火） 17:00～18:30
場所：健康科学イノベーションセンター （グランフロント大阪 タワーＣ９階）
内容：<予定>
①西澤学長挨拶
②来賓ご挨拶
③講演Ⅰ 山川義徳氏（NTTデータ経営研究所）
④講演Ⅱ 渡辺恭良センター所長
⑤ミニプレゼンテーション（共同研究/展示企業）
・松原孝之氏（日立システムズ）
・中村孝之氏（積水ハウス）
お申込みは、７月２８日（月）午前必着で、必要事項（会社･団体名、部署･役職、
氏名、ご連絡先（TEL、FAX、e-mail））を記載の上、以下、ＦＡＸまたは電子メール
にてお願いします。
「健康科学イノベーションセンター 宛 」 ＦＡＸ ： ０６－６３７５－５７９０
ｅ－ｍａｉｌ ： chsi-b@ado.osaka-cu.ac.jp
※会場にて、疲労度測定をご体験いただけます。
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